
（一財）全国地域情報化推進協会　御中 報告日 2020年2月17日

派遣決定番号 K335

１．申請団体情報

１－１．申請団体

団体名 代表者名 吉岡　宏

担当者部署 連絡先電話番号 0852-32-1601

担当者役職 担当者氏名 連絡先E-mail yoshioka.h@tpj.co.jp

住所

１－２．推薦団体（「区分」が「協議会」または「NPO・商工会・大学等」の場合のみ入力）

団体名 松江市 連絡先部署 産業経済部

担当者氏名 連絡先電話番号 0852-60-7101 連絡先E-mail

２．派遣アドバイザーに対する評価と要望

アドバイザー

評価

３．地域情報化アドバイザー派遣実績

派遣日 開始時刻 終了時刻 内休憩時間（分） 活動時間（分）

３－１．活動 2020年2月12日 16時00分 20時00分 30 210

３－２． 会場名 最寄駅 松江駅

派遣場所 所在地

最寄駅からの交通手段

４.報告書に関してのAPPLICホームページへの掲載許可

掲載許可

５．依頼内容及び支援を受けたことによる成果・効果

５－１．支援を受けた対象者 属性（職員、一般、企業等）について【自由記述】

120 人

５－２．支援を受けるにあたって目指した成果と実勢に支援を受けたことで改善又は解決した成果・効果

　事業の課題・問題点

　（具体的にご記入下さい）

支援により目指す成果

　（具体的にご記入下さい）

アドバイザーに支援を受けた内容

（具体的にご記入下さい）

支援を受け改善又は解決された内容

（具体的にご記入下さい）

具体的な成果物

改善又は解決されなかった内容

持ち越しとなった内容

（具体的にご記入ください）

アンケートの内容と分析結果

５－３．今後の計画

事業の最終的な目指す姿

690-0886　島根県松江市母衣町180-25 米井ビル3F

森戸 裕一

大変よい

スマートフォンの普及・５G整備など個人を取り巻く通信環境の劇的変化により、これまでのパラダイムとは全く異なる地域
振興が必然となる点を熱く強調された点で、過疎・人口高齢化に悩む本県のような地域こそ、新たな発想による産業振興・地
域振興にいち早く取り組むことが可能であり、必要であると改めて認識した。今回講演会には、ICT企業関係者のみならず、
ICTを主管する地域行政関係者も出席しており、無難ではくTry&Errorの姿勢で取り組むことの大切さを改めて感じたのでは
ないか。

松江エクセルホテル東急

支援を受けたアドバイザーに対する評価をお願いします。

アドバイザー
への要望事項

リアルタイムでかつインタラクティブな質疑応答が可能とのことであった。予め教示して頂けていれば、そのような環境を準
備できたかと思う。従来型の紙ベースを想定していた点で、講師とのやりとりができなかった点は、準備担当者としては、講
師及び参加者に申し訳なかったと思う

※水色と黄色のセルは回答必須。薄緑色セルは任意。申請書の段階から項目３に変更があった場合、直接入力で上書きして下さい。

地域情報化アドバイザー制度活用報告書（１日目）

記

一般社団法人 島根県情報産業協会

事務局

　地域情報化アドバイザー制度の活用実績について、下記のとおり報告します。

支援を受けるにあたって、ICT関係者が持っているべき地域社会を取り巻く環境・動向への理解深化
を考えていた。この点については、十二分に達成できた。講演後の交流会でも参加者同士で議論が交
わされいたことが印象的であった。

上記評価の理
由（どのよう
なところがよ
かったか等詳
細に）

JR「松江駅」北口から徒歩3分

人数

島根県の情報関係会社の幹部・社員及び県・市の
情報産業担当部の幹部及び職員

島根県松江市朝日町590

○掲載可

最も当てはまるものリストより選択下さい

最も当てはまるものをリストより選択下さい。

産業支援機関への働きかけと他産業連携のプラットフォームの形成

⑤その他

講演・セミナー又は個別の事業支援の実施にあたりアンケートを行った場合は、その内容と分析結果
についてご記入下さい。（ＥＸＣＥＬやＰＤＦでの分析結果を添付されても結構です。）
アンケートを行わなかった場合はその理由をご記入下さい。

アンケート調査は実施していない。

本県の農林水産業やサービス業の生産性向上が課題であると考えており、ICT企業と当該産業担当組
織との連携をどう図るか議論してきた。トレンドとして、「遅れてきた地域・産業」が狙い目である
との指摘があり、改めて、産業支援機関との連携のもと、ICT活用による生産性向上を必要とする他
産業への働きかけ、マッチングの場の形成に改めて努めたい。

DXの意味とDXがもたらす社会的な変革及びそれに対応する者のありかたがどうあるべきか。従前
踏襲型では対応できない社会の変容を目前に「わくわくすること」の大切さ。

Society5.0・DXがもたらす社会的パラダイムの転換の具体的内容の理解が進んだ。また、これに対
応する行政及びICT企業がどうあるべきか、パラダイム転換に対応できなければ生き残れないとの貴
重な示唆を頂いた。

特定課題解決のため講演をお願いしたわけではないので、具体的な課題改善事項はない。

⑥途中段階であり、具体的な成果物はできていない



６．地域情報化アドバイザー支援の様子

今回の派遣における地域情報化アドバイザーの支援の様子がわかる「写真（JPEG）」を次ページに数枚程度貼り付けて下さい。


